
一般的な消火器（粉末ABC消火器）の使い方

5. レバーを強く握る

使う時に気を付ける事

① 燃え上がる炎や煙に惑わされず、放射距離を考えて安全な所まで火元に近づく。(約2～3m)
② 消火器の放射時間は意外と短い。慌てず落ち着いて噴射。 【例】粉末ABC消火器1.2㎏で約15秒
③ 火元を目掛けて噴射。

ただし天ぷら油火災は、放射圧力により火炎が返ってきたりして危険。
いったん壁などに当てることが大切です。

④ 消火中、退路を断たれては大変。
必ず逃げ道を背面に確保できる位置で消火。天井に火が回ったら、諦めて素早く避難。

⑤ 消火器でいったん消した後、もう一度水をかけて完全に消火。

1. 火元付近まで運ぶ 2. 安全栓を抜く 3. ノズルを取る

4. ノズルを火点に向ける 6. 放射する
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消火器の正しい使い方

いざという時は、下記の要領で消火器をご使用下さい。

☆慌てず焦らず身の安全を第一に初期消火活動にご協力下さい☆


